
蒲生御仮屋文書
か も う お か り や も ん じ よ

【所 在 地】姶良市蒲生町白男 蒲生町中央公民館

【種 別】県指定有形文化財（古文書）

【指定年月日】平成１９年４月２４日

明暦４（1658）年から大正時代までの総点数1180点の史料群である。内容は蒲生郷に関する土
めいれき か も うごう

地・収納，巡見，廻文などの史料が中心であり，特に明治期以降の共有地関係文書（士族共有地
かいぶん

に関する台帳等）は，他郷の文書群には見られないまとまりを持っている。

江戸時代から大正時代にかけての鹿児島の歴史を知るためには不可欠の史料群である。

伊作郷御仮屋文書
い ざ く ご う お か り や も ん じ ょ

【所 在 地】日置市吹上町中原2568 日置市吹上歴史民俗資料館

【種 別】県指定有形文化財（古文書）

【指定年月日】平成２１年４月２１日

延宝４（1676）年から明治時代までの伊作郷に関する土地・戸籍 「 達 （通知文 ，などの， 」 ）
えんぽう たつし

総点数586点の文書群。

特に伊作郷士の系図や177通に及ぶ藩からの「達」の写しは，他郷の御仮屋文書には見られな

いものである。


